














生体には内因性の時計機構が存在し、これが種々の内因性リズムを発現させる。この内因

性リズムの異常は精神的、身体的な異常を招く原因となっている。小児における心身障害

にも、この内因性リズムの異常がみとめられている。 

小児におけるリズム障害発現の機構を明らかにするためには、リズムの発達機序を知る必

要がある。かかる目的で我々は子供のリズム発現に関わる母親の影響を調べてみた。 

すでに我々の研究グループはラットを用いて幼若動物の副腎皮質ホルモン、松果体 N-アセ

チル転移酵素活性、行動量などの内因性リズムの発達について検討を加えて来た。その結

果、生下時直ちに盲目にした仔ラットを生母と異なるリズムを持つ育母ラットに養育させ

た場合、仔ラットのリズムは育母ラットが生んで育てた仔ラットと一致するリズムを示す

こと、すなわち、育ての親が盲目仔ラットのリズムを同調することを明らかにした。 


